
吉
田
議
員

市
長
は
昨
年
６
月
定
例

議
会
で
、
公
社
の
収
益
の

増
加
及
び
経
費
の
節
減
等

に
よ
り
経
営
の
安
定
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
答
弁

さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
た

の
か
。

松
井
市
長

一
般
家
庭
の
く
み
取
り

人
数
・
戸
数
に
つ
い
て
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
浄

化
槽
の
清
掃
基
数
に
つ
い

て
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

浄
化
槽
の
新
規
設
置
者

に
は
清
掃
の
お
願
い
チ
ラ

シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る

な
ど
、
新
規
利
用
者
の
増

加
を
図
り
、
公
社
運
営
安

定
の
た
め
収
益
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。

吉
田
議
員

今
議
会
に
清
掃
公
社
の

経
営
状
況
説
明
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
公
社
の
会

計
方
式
に
つ
い
て
は
業
務

か
ら
利
益
が
生
じ
な
い
実

費
弁
償
方
式
を
採
用
し
て

い
る
の
で
、
実
際
の
収
入
・

支
出
が
わ
か
り
に
く
い
が
、

平
成
28
年
度
の
歳
入
歳
出

一
般
会
計
決
算
書
で
は
、

し
尿
処
理
手
数
料
と
浄
化

槽
清
掃
手
数
料
の
合
計
で

約
１
億
６
千
５
百
万
円
の

経
常
収
入
（
営
業
収
入
）

に
対
し
て
、
経
常
経
費
が

１
億
６
千
百
万
円
で
経
常

収
入
か
ら
経
常
費
用
を
差

し
引
く
と
約
４
０
０
万
円

の
黒
字
（
営
業
収
益
）
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

平
成
29
年
度
の
経
常
経
費

は
28
年
度
と
比
較
す
る
と

１
千
万
円
以
上
増
え
て
い

る
。
公
社
の
経
営
の
安
定

の
た
め
に
も
、
人
員
体
制

の
在
り
方
も
含
め
て
具
体

的
な
経
費
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

松
井
市
長

今
後
も
費
用
を
一
層
点

検
し
て
削
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
収
益
の
確
保
に

努
め
た
い
。
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６
月
の
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
の
西

日
本
豪
雨
災
害
と
自
然
災
害
と
そ
れ
に

関
連
す
る
人
災
と
も
い
え
る
悲
惨
な
事

故
で
命
を
お
と
す
事
例
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。

吉
田
た
だ
お
議
員
は
市
民
団
体
の
方

と
共
に
、
「
中
学
校
道
徳
教
科
書
採
択

に
関
わ
る
要
望
」
の
お
り
に
、
市
内
の

小
中
学
校
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点

検
に
つ
い
て
教
育
長
と
面
談
し
ま
し

た
。
市
内
15
小
中
学
校
の
内
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校

で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
「
安
全
」

確
認
を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る

市
役
所
北
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
早

急
に
撤
去
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
を
中
心
と
し
た
記
録

的
な
豪
雨
で
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

被
災
者
の
方
々
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

桜
井
市
第
２
回
定
例
会

（
６
月
議
会
）
が
６
月
11
日

か
ら
28
日
ま
で
の
18
日
間
の

日
程
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

吉
田
た
だ
お
議
員
は
一
般

質
問
で
、
桜
井
市
清
掃
公
社
、

桜
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
竜
吟
荘
」
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
３
点
に
つ
い

て
市
長
を
た
だ
し
ま
し
た
。

収
入
の
減
少
は

明
ら
か

思
い
切
っ
た
経
費
の
削
減
を

く
み
取
り
戸
数
減浄

化
槽
微
増

一
昨
年
度
よ
り

一
千
万
円
以
上
の

経
費
を
使
っ
て
い
る

計
算
に
な
っ
て
い
る

今
年
は
、
市
立

図
書
館
（
６
月
29
日

～
7
月
25

日
）
で

「
ノ
ー
モ
ア

ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原

爆
パ
ネ
ル
展
」
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も

さ
ん
に
説
明
し
て
い

る
お
母
さ
ん
が
印
象

的
で
し
た
。

ブルーシートがかけられた市役所北側の塀

桜井市清掃公社



吉
田
議
員
の
質
問

で
実
現

吉
田
議
員

桜
井
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
竜
吟
荘
」
は
、
今

年
４
月
か
ら
高
齢
者
に
か

か
わ
ら
ず
市
内
・
市
外
の

方
も
利
用
で
き
る
よ
う
条

例
が
改
正
さ
れ
た
が
、
利

用
者
の
９
割
以
上
が
60
歳

以
上
の
お
年
寄
り
で
あ
る
。

玄
関
で
靴
を
脱
い
で
ス
リ
ッ

パ
―
に
履
き
替
え
る
が
、

施
設
内
を
移
動
す
る
と
き

に
ス
リ
ッ
パ
―
が
脱
げ
て
、

つ
ま
ず
い
た
り
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
危
な
い
。
土
足

履
き
で
上
が
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

松
井
市
長

議
員
が
指
摘
の
声
は
聞

い
て
い
る
。
指
定
管
理
者

と
も
協
議
を
お
こ
な
い
、

施
設
内
に
お
け
る
土
足
で

の
利
用
が
可
能
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
具
体
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
結
果
、
７
月
25
日
よ
り

土
足
で
の
使
用
Ｏ
Ｋ
と
な

り
ま
し
た
）

吉
田
議
員

昨
今
の
深
刻
な
経
済
危

機
の
も
と
で
、
失
業
や
倒

産
が
相
次
い
で
い
る
。
特

に
建
設
不
況
と
言
わ
れ
る

事
態
で
、
中
小
零
細
建
設

業
者
の
廃
業
が
著
し
い
。

桜
井
市
が
元
気
で
あ
る

た
め
に
は
、
地
域
産
業
を

活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
が
、
市
と
し
て
中
小
零

細
業
者
を
応
援
す
る
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る

の
か
。

松
井
市
長

桜
井
市
の
事
業
者
数
は

平
成
26
年
７
月
１
日
現
在

に
お
い
て
２
，
５
８
４
社

で
あ
り
第
１
次
産
業
は
７

社
、
第
２
次
産
業
は
５
６

５
社
、
第
３
次
産
業
は
２
，

０
１
２
社
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
零

細
企
業
で
あ
る
。

議
員
が
尋
ね
て
い
る
建

設
業
に
係
る
中
小
零
細
業

者
に
対
し
応
援
す
る
取
り

組
み
の
１
つ
と
し
て
、
桜

井
市
出
納
課
に
お
い
て
実

施
し
て
い
る
小
規
模
修
繕

登
録
に
35
社
登
録
し
て
お

り
、
公
共
施
設
の
小
規
模

修
繕
等
に
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

吉
田
議
員

市
民
が
市
内
の
中
小
建

設
業
者
を
使
っ
て
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
際
に
、

工
事
費
の
一
定
割
合
に
当

た
る
助
成
金
を
支
給
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
が
あ
る
が
、
中
小
業
者

の
仕
事
の
確
保
や
地
域
経

済
の
活
性
化
対
策
と
し
て

有
効
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
松

井
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

松
井
市
長

地
元
業
者
に
よ
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

地
域
経
済
活
性
化
の
１
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
。

吉
田
議
員

広
陵
町
で
は
平
成
17
年

度
か
ら
町
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
登
録
業
者
で
施
工
す
る

20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
し
て
、
税
抜

き
価
格
の
10
％
、
最
大
10

万
円
を
限
度
と
し
て
補
助

を
し
て
い
る
。

桜
井
市
で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

松
井
市
長

慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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６
月
12
日
、
北
朝
鮮
と
米
国
に
よ
る
歴

史
上
初
め
て
の
首
脳
会
談
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

質
問

今
回
の
米
朝
首
脳
会
談
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

吉
田
た
だ
お
議
員

朝
鮮
戦
争
以
来
、
70
年
近
く
軍
事
的
に

対
立
し
て
い
た
米
国
と
北
朝
鮮
の
ト
ッ
プ

が
会
談
し
、
対
等
な
立
場
で
交
渉
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

質
問

両
首
脳
が
署
名
し
た
「
合
意
内
容
」
に

つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

吉
田
た
だ
お
議
員

合
意
内
容
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
北
朝
鮮
の
「
完
全
な
非
核
化
」

の
意
思
と
、
米
国
に
よ
る
「
（
北
朝
鮮

の
）
安
全
の
保
障
」
で
す
。

も
う
１
つ
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
持

続
的
で
強
固
な
平
和
体
制
」
の
構
築
に
向

け
た
合
意
で
す
。

こ
う
い
っ
た
課
題
の
実
現
は
こ
れ
か
ら

で
す
ね
。

質
問

日
本
政
府
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
は
。

吉
田
た
だ
お
議
員

政
府
は
カ
ジ
ノ
関
連
法
の
強
行
で
は
な

く
、
拉
致
問
題
も
含
め
、
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
と
い
う
世
界
史
的
な
課
題
の
実

現
に
向
け
て
、
一
刻
も
早
く
日
朝
対
話

の
実
現
へ
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。

米
軍
基
地
を
減
ら
す
こ
と
や
軍
事
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

米
朝
首
脳
会
談
を
平
和
の
転
換
点
に

生活相談は、どうぞこちらへ
桜井市市議会議員吉田ただお事務所
桜井市粟殿588-7
電話・FAX

４６－４９３０
必ず、電話し

てからお越し

下さい

桜
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
竜
吟
荘
」

利
用
者
の
要
望
実
る

桜井市総合福
祉 セ ン タ ー
｢竜吟荘｣入口


